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[民事訴訟法](〔設問 1〕 から〔設問3〕 までの配点の割合は,2:2:1)
ryor' k'V

次の文章を読んで,後記の 〔設問 1〕 か ら 〔設問 3〕 までに答えなさい。

|

【事例I  I
Xは ,弁護士 Llに対 し,下記 〔Xの言い分〕のとお りの相談を行った。

〔Xの言い分〕

私は,Yに対 し,所有する絵画 (以下「本件絵画」という。)を代金 300万 円で売 り渡 しまし

た。売買代金については,そ の一部 として ■00万円が支払われましたが,残代金 200万 円が

支払われませんでした。

そこで,私は,Yに対し,残代金 200万 円の支払を請求 したのですが,Yは ,弁護士 L2を

代理人として選任 した上,同代理人名義で,売買契約の成立を否認する旨の通知書を送付 してき

ました。

その通知書には,売買契約の成立を否認する理由として,本件絵画はYが代表取締役をしてい

る株式会社 Zの応接間に掛けるために購入 したものであり,そ のことについてはXに説明してい

たこと,Xに支払済みの代金は株式会社 Zの資金によるものであり,かつ,株式会社 Z宛ての領

収書が発行 されていること及びYが Xに交付 した名刺は株式会社 Zの代表取締役 としての名刺で

あることから,´I生屋主ではとし≧旨が記載 されていました (以下,これらの記載を「売買契約成

立の否認の理由」とい う。)。

私としては,残代金の支払を求めたいと思います。

〔設問 1〕

Xから訴訟委任を受けた弁護士Llは ,Xの訴訟代理人として,I事例】における本件絵画に

係る売買契約に基づく代金の支払を求める訴えを提起することとしたが,そ の訴えの提起に当

たっては,同一の訴状によつてY及び株式会社 Zを被告とすることを考えている。

このような訴えを提起するに当たり,Y及び株式会社 Zに対する請求相互の関係を踏まえつ

つ,弁護士Llと して考え得る手段を検討 し,それぞれの手段につき,その可否を論じなさい。

なお,設間の解答に当たっては,遅延損害金については,考慮 しなくてよい (〔設間 2〕 及び

〔設間 3〕 についても同じ。)。

【事例 (続き)1(〔 設問 1〕 の問題文中に記載した事実は考慮しない。)

以下は,I事例】において弁護士Llが Xから相談を受けた際の,弁護士Llと 司法修習生P

との会話である。

弁護士Ll:本件で,仮に,訴え提起前に売買契約成立の否認の理由の通知を受けていなかっ

たとすると,Yのみを被告として訴えることが考えられます。これを前提 として,

もし,その訴訟の途中で,売買契約成立の否認の理由が主張されたとすると,どの

ることが考えられますか。

修習生 P 方法として,Yを被告とする訴訟において,敗訴に備え,株式会社 Zに訴

訟 をす る方法が考え られます。

、/
/へ｀

仁彙

弁護士Ll
修習生 P

どのような方法が考えられますか。

方法として,Yを被告とする訴訟が係属する裁判所に対し,Xは ,株式会

Zを として XZ間の売買契約に基づ く代金の支払を求める

Yを被告とする訴訟 と を裁判所に求める方法が考えられます。

否を検討 しま しょう。まず,第 1の方法を採

し,

った
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弁護士 Ll:そ れでは,それぞれの

Y



として,仮に,Yを被告とする訴訟で,株式会社Zが補助参加せずイかつ,買主は

株式会社ZであってXY間の売買契約は成立していないという理由で請求を棄却す

る判決が確定したとします。/こ の場合には,Xは ,株式会社Zを被告として,XZ
間の売買契約に基づく代金の支払を求める訴え (以 下「後訴」という。)を提起す

ることになると思います。では,Qこ盤二_董コ1■…重望霊蛙望と主互壺壺整壮壁整2挫

力を用 Lヽ ることは可能ですカニ_

修習生P :はい。検討 します。

弁護士Ll:また,第 2の方法を採ったところ,弁論の併合がされたとします。その後,裁判

所が弁論を分離 しようとした場合には,私 としては,「 その弁論の分離は,裁判所

の裁量の範囲を逸脱して違法である」と主張したいと思います。では,②孟.の主張
の根拠 とな り得 る事情 としては, どのよ うな 1、 が考 え られ るで し上 うか ^の

修習生P :はい。検討 します。

〔設間2〕

下線部①の課題について,事案に即して結論と理由を論じなさい。

〔設問3〕

下線部②の課題について,事案に即して答えなさい。
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[民事訴訟法](〔設問 1〕 と〔設問2〕 の配点の割合は,1:1)
ν

´

【事例:

Y株式会社 (以下「Y」 という。)1ま,甲土地を所有していた。Xlは ,自 宅兼店舗を建築する

予定で土地を探し,甲土地が空き地となっていたことから,購入を考えた。Xlは,娘ムの夫で事

業を11き継がせようと考えていたX2に相談し、共同で購入することとして,甲土地の購入を決め

た。X■ は,甲土地の購入に当たり,Yの代表取締役Bと交渉し,X■ とX2(以下
'Xlら

」と

いう。)|ま,Vと の間で,土地の売買契約を締結した。Xlら は,売買代金を支払つたが,Yの方

で登記手続を全く進めようとしない。そこで,Xlらは,Yを相手取って,…
契約に基づく所有権移転登記手続を求める訴え (以下「本件訴え」という。)を提起した。
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次の文章を読んで,後記の 〔設問 1〕 及び 〔設間 2〕 に答えなさい。 々

〔設問 1〕

Xlは,本件訴えの提起に際 して,体調が優れなかったこともあり,X2に 訴訟への対応を任せ

ることとした。そのため,専 らX2が Xlらの訴訟代理人である弁護士 Lと の打合せを行って本件

訴えを提起 したが,Xlは ,Yに訴状が送達される前に急死してしまった。Xlの唯一の相続人は

Aであつた。

X2は,Xlか ら自分に訴訟対応を任されたという意識があったため,Xlの 死亡の事実をLに

伝えなかった。訴訟の手続はそのまま進行 したが,Yは ,争点整理手続終了近くになって,Xlの
死亡の事実を知った。

Yは,Xlの 死亡の事実を知って,「本件訴えは却下されるべきである。」 と主張 した。

このYの主張に対 し,X2側 としてどのよ うな対応をすべきであるかについて,論 じなさい。

【事例 (続き)】 (〔設間 1〕 の問題文中に記載 した事実は考慮 しない。)

本件訴えに係る訴訟 (以下 「前訴」とい う。)においては,唯一の争点として甲土地の売買契約

の成否が争われた。裁判所は,Xlら 主張の売買契約の成立を認め,Xlら の請求を全て認容する

判決 (以下「前訴判決」という。)を言い渡 し,こ の判決は確定した。

しかし,Bは ,前訴の日頭弁論終結前に,甲土地について処分禁上の仮処分がされていないこと

を奇貨として,強制執行を免れる目的で,3の息子 Zと 通謀 し,YからZに対する贈与を原因とす

る所有権移転登記手続をした。Xlらは,前訴判決の確定後にその事実を知った。そこで,Xlら
は,Yと Zと の間の贈与契約は虚偽表示によりされたものであると主張し,Zに対して甲土地の所

有権移転登記手続を求める訴え (以下,こ の訴えに係る訴訟を「後訴」とい う。)を提起 した。 Z

は,後訴においてXlら とYと の間の売買契約は成立していないと主張した。

〔設問 2〕

Xlらは,上記のようなZの主張は前訴判決によつて排斥されるべきであると考えている。Xl
らの立場から,Zの主張を排斥する理論構成を展開しなさい。ただし,「信義則違反」及び「争点

効」には触れなくてよい。
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